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平成2５年４月２４日 

普通救命講習市民受講率日本一を達成 

 

本市では、「普通救命講習市民受講率日本一を目指し、行政と市民が一体となった救

急体制の構築」の実現に向け、平成２６年度末までに普通救命講習の年間受講者数が

４，０００人、本市の対人口比２．５％となるよう第一次実施計画を策定し、平成２

４年４月１日から開始しました。 

平成２５年３月３１日現在、学校などの関係機関、並びに「消防団」、「消防協力隊」

市民ボランティア団体の「ならしの救命普及市民の会」などの積極的な協力をいただ

き、最終目標の４千人を超える４，５６７人、対人口比２．８％を初年度で達成する

ことができました。 

対人口比２．８％という数値は、日本でも有数の先進市である大阪府豊中市（救命

力世界一宣言）の対人口比２．４％の数値も上回っており、調査した限りでは、「普通

救命講習市民受講率日本一」を達成したものと考えています 

 

１． 受講者数  ４，５６７人 

《内   訳》 

・中  学  校  １，５８８人 （８校中８校：市立７校、私立１校） 

・高 等 学 校    ７２５人 （４校中３校：市立１校、県立２校） 

・大   学    ３１７人 （２校中２校：私立２校） 

・事  業  所    ５６３人 （１６事業所） 

・個  人  等    ９０５人 

・市 関 係 職 員    ４６９人 

※この中には市長・副市長をはじめ市議会議員２６人が含まれています。 

 

２． 指導体制   

①  指導員  新たに４８人の指導員を養成し、３７８人としました。 

《内   訳》  

・消 防 団     １０６人  ・消 防 協 力 隊    ８人 

・ならしの救命普及市民の会  ５８人  ・消 防 職 員  ２０６人 

②  ならしの救命普及市民の会（平成２４年４月１日設立、会員数５８人） 

「ならしの救命普及市民の会」から指導員として延べ２７９人が参加し、 

１，５２５人の受講者を指導（全受講者の３３．４％）しました。 



③  訓練用資器材の整備 

新たに訓練人形９体やAEDトレーナー８台などを整備しました。 

《現有資器材》 

   ・訓練人形成人用  ３４体    ・訓練人形小児用  １０体 

・訓練人形乳児用  １２体    ・ＡＥＤトレーナー ２８台 

３． その他 

①  小学校高学年を対象とした救命入門コース（９０分） 

・ 本市で初めてとなる小学校高学年を対象とした救命入門コースを、９月９日救急 

の日にキラット・ジュニア防犯隊に所属する５・６年生３１人に実施しました。 

・ その後、４つの小学校で２８１人の児童に実施しました。 

・ 平成２５年度は、全１６小学校で実施します。 

※ 救命入門コースとは、小学校５・６年生以上を対象とし、心肺蘇生法とＡＥ

Ｄによる救命に必要な応急手当を学ぶ９０分のコースです。普通救命講習の

受講者数にはカウントしませんが、小学校から大学、社会人と、生涯教育と

して一貫した普通救命講習を実施して行くための入口となる大変重要なもの

と捉えています。 

※ キラット・ジュニア防犯隊とは、市内の小・中学生（小４～中３）で構成 

され、平成２４年度は１４８人の隊員が防犯啓発キャンペーン、自転車防犯

診断、防犯マップの作成などの防犯啓発活動を行いました。 

②  習志野市応急手当協力事業所等認定実施要綱の制定 

習志野市応急手当協力事業所等認定制度を開始し、９月９日救急の日に２事業 

所を認定しました。 

この制度は、事故などが発生した際、１１９番通報や応急手当などに協力していた 

だける事業所を「協力事業所」として認定する制度で、普通救命講習の普及と救命効果 

の向上を期待しています。 

③  今後の目標 

平成２５年度以降は、継続的に年間受講者数４，０００人以上を目標に計画を推進 

していきます。 

 

 

 

 

 

《問い合せ》習志野市消防本部 警防課 担当者 宮﨑、横山 

℡ ０４７（４５２）１２８３ 


